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前向きに 
繁桝 算男 

 

日本行動計量学会の理事長の職を務めることに

なりました．この職の重要さと責任の重さをつく

づくと感じております．会員の皆様と力を合わせ

て，学会のさらなる発展のために頑張っていきた

いと思います． 

行動計量学会のこれまでの軌跡を振り返り，将

来の方向性について考えるべき時期であるという

岡太前理事長のお考えで，第二次学会活性化検討

委員会が発足し，昨年報告書がまとまりました．

統計学的手法が，種々の問題解決のために役立つ

ことが認識され，世間の脚光を浴びているなかで，

行動計量学会が期待されるほど輝いておらず元気

がないのではないかという問題意識が，この委員

会の発足につながったものと思われます． 

 学会活性化委員会の報告書では行動計量学会の

将来の活性化の柱を次の3つにまとめています． 

(1) 組織としての学会の発展：学会が楽しく魅力

的で，学会に参加することが日々の研究や実践

の糧になることが理解され，結果として，学会

員が増えること． 

(2) 行動計量学を支える統計理論や技法の発展：

行動計量学に関する理論を深化させ，有効な技

法の開発をさらに促進すること． 

(3) 社会への貢献：現代社会が抱える諸問題の解決

に，行動計量学の発展が貢献すること．また，

専門的見地から，問題解決のために望まれる意

見を社会に対して発信すること． 

 このような抽象的なレベルの表現であれば，反

対の人はいないでしょう．しかし，問題は，それ

をどのように実現するかという方策であり，学会

活性化委員会も詳細に具体的提案をしております．

そしてもっと重要なのは，実行することです．学

会活性化委員会の提案も実行の段階で取捨選択さ

れ，変更されることも多々あるでしょうが，いず

れにしても，新たなことを日々実行するのが大事

であると思われます． 

 行動計量学会は，それほど若い学会であるとは

言えなくなりました．歴代の理事長も，林知己夫

先生を初代理事長として，肥田野直先生，柳井晴

夫先生，杉山明子先生，飽戸弘先生，岡太彬訓先

生と 6代になります．設立されたころは，多変量

解析が注目され，因子分析や数量化理論の数理的

実践的研究の牙城として会員数も増加しました．

しかし，因子分析等が統計学の基礎の教科書にも

記述されるようになった後，前衛的に行動計量学

会が先頭に立って，統計学関連の研究者，実践者

を引き込むという輝きが薄れたように思います．

今，ビッグデータの分析がもてはやされています．

多変量解析が，社会の問題解決のためには，一つ

の変量よりも複数の変量を同時に扱ったほうが情

報が多いという当たり前の常識に合致して発展し

たように，複数のいくつかの変数よりも，非常に

多くの変数が利用できるならば，データを全部扱

う手法へとの発展も当然の動きです．また，統計
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的検定が優勢な時代に，実験や調査の対象の数は

“ほどほど”が良いとする数理的指針に対し，人

数は多いほうが情報が多くなるというのも当たり

前であるかと思います．ビッグデータだけではな

く，ネットワークモデル，機械学習，ベイズ的方

法など，行儀のよいデータを扱う伝統的数理統計

学のお墨付きの方法ではないアプローチはほかに

もたくさんありそうです．むしろ，名前を挙げた

アプローチはすでに教科書的になっているとすれ

ば，行動計量学会のような学際的，学問融合的な

学会こそ，より新しいアプローチを育む場となる

べきであると考えます． 

 新しい手法の担い手になるために行動計量学会

はよい位置にあると言えます．行動計量学という

確たる専門分野があるわけではなく，いろいろな

分野の研究者，実践家が集まっています．各大学

に学科や学部があり，人材供給の場が常にある大

きな学会に比べてハンディキャップであるとも言

えるかもしれませんが，統計的手法についても，

同じ手法が別の言葉で語られていたり，源流が同

じ手法が応用分野の必要性に応じて特異な発展を

していることを，互いに学び，新しい統計理論や

手法を発展する場として行動計量学会ほど適して

いる学会は他にはないと思います． 

 行動計量学会が常に前向きに，将来を先取りす

るような学会であってほしいと願っています． 

（しげます かずお，日本行動計量学会理事長） 

 

繁桝 算男（しげます・かず

お）帝京大学文学部教授 

11970 年東京大学教育学研究科修

了，教育学修士， 1974 年 

University of Iowa, College of 

Education修了，Ph.D. 東北大学教

育学部，講師，助教授，東京工業

大学工学部，助教授，教授，東京大学総合文化研究科教授を

経て，2009年より現職． 

 

 

新理事長・委員長・担当理事 

 

理事長             繁桝 算男 

編集委員会委員長        岡太 彬訓 

和文誌編集委員会委員長    星野 崇宏 

欧文誌編集委員会委員長      植野 真臣 

運営委員会委員長     大森 拓哉 

広報委員会委員長     中山 厚穂 

大会担当委員会委員長        松本  渉 

組織検討委員会委員長      林    文 

資料アーカイブス委員会委員長   吉野 諒三 

柳井レクチャー委員会委員長   岩﨑 学 

事務局長（庶務・会計担当理事） 菊地 賢一 

統計関連学会連合担当理事    岡太 彬訓 

菊地 賢一 

 

 

 

新委員長・担当理事ご挨拶 

 

編集委員会委員長 

この度，編集委員会委員長を務めることになり

ました．2009年から2012年に次いで，二度目の編

集委員会委員長です．どうぞよろしくお願いいた

します．ご承知のように，本学会では和文誌「行

動計量学」および欧文誌“Behaviormetrika”と

いう二つの学会誌をそれぞれ年に二回刊行してい

ます．学会誌の発行は大会の開催と並んで学会の

最も重要な活動であり，今後とも学会として最大

級の力を注がなければならない活動であることは

言を俟ちません．学会誌の刊行を通じて，学会の

新たな視野を拓き範囲を拡げ，さらに深化させる

ことで，学会の発展を積極的に推進し，それによ

り斯界の発展に更に大きく寄与しなければなりま

せ ん ． そ の た め に 「 行 動 計 量 学 」 と

“Behaviormetrika”に掲載される論文がより高

く評価され，より大きな意味をもつようにする必

要があります．「行動計量学」や“Behaviormetrika”

に掲載された論文が，これら二誌は無論のこと他

の学術誌の論文で数多くかつ広く引用されること

が大変重要であると考えています．このような意



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 145 号                                 2015 年 6 月 1 日 

3 

味で「行動計量学」および“Behaviormetrika”

の立場をより強化し，学術誌としての評価をより

向上させる必要があると思います．これによって，

「行動計量学」や“Behaviormetrika”に論文を

掲載することが，学会の運営を支えて下さる学会

員の皆様に，より大きな価値をもたらすものと確

信いたします． 

星野崇宏和文誌編集委員会委員長，植野真臣欧

文誌編集委員会委員長，そして，編集委員会委員

一同力を合わせ，このような目標を達成するため，

一意専心努力致します．会員各位のご協力とご支

援を心よりお願いする次第です． 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり） 

立教大学名誉教授 

1966年慶應義塾大学工学部管理工学科

卒業，工学博士，2012年〜2015年日本

行動計量学会理事長，1985年〜同理事，

2014年〜国際分類学会連合President 

elect，2006年〜"Advances in Data 

Analysis and Classification" Managing Editor． 

＊統計関連学会連合担当理事も兼務 

 

 

和文誌編集委員会委員長 

この度，和文誌「行動計量学」の編集委員長を

拝命するにあたり，大変光栄に存じますとともに，

身が引き締まる思いでお引き受けいたしました．

諸先生方には編集委員会へのご助言とご協力の程，

何卒よろしくお願い申し上げます．さて，今期か

ら理事長を務められている繁桝算男先生を委員長

に昨年度まで設けられていた「第二次学会活性化

検討委員会」に私も委員として参加させて頂いて

おりました．この委員会の提言につきましては会

報の平成26年12月号をご覧頂ければと存じます

が，和文誌に関連した提言について羅列しますと

(a)インパクトファクターの付与，(b)審査期間の短

縮化，(c)より多くの投稿を促す方策の立案，とあ

ります． 

この提言に従い，まずは今期(1)積極的な投稿を

促す．そのためにも査読は確実に2か月以内に著

者に結果を返す．査読が遅れている場合は別途査

読者を立てて期限までの返却を確実にするシステ

ムを確立する，(2)特集号を充実させる．近年行動

計量学の論文掲載分野がその会員の分野に比較し

てやや偏っていると感じられることから，行動計

量に関連する様々な分野の特集号を組む，(3)最近

利用されるようになった手法や研究動向を展望論

文として企画し，速やかに論文化する，(4)年次大

会の若手発表賞受賞者に対して受賞論文枠を設け

る，などといった新たな取組を行う所存です． 

学融合や領域横断といった言葉が聞かれるはる

か以前から，領域横断的な形で計量的手法とその

応用に関する学術交流に重要な役割を担ってきた

伝統ある本学会誌をさらに発展させるべく，今後

会員の皆様のお知恵やご助言を頂きながら一歩一

歩進めて行く所存です． 

星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 

慶應義塾大学経済学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士課

程修了，博士（学術），博士（経済学）．

統計数理研究所助手，東京大学教養学

部専任講師，名古屋大学大学院経済学

研究科と東京大学大学院教育学研究科

の准教授を経て2015年より現職．2009年より現在まで行動計

量学会理事． 

 

 

欧文誌編集委員会委員長 

この度，これまでに引き続き欧文誌編集委員会

委員長を務めることになりました．どうぞよろし

くお願いいたします． 

近年，研究のグローバル競争化が激しくなり，

学会の英文誌の重要性が高くなりつつあります．

その意味では，競争力のある英文誌をいかに構築

していくかが重要になる時代であるといえます．

このような時代でBehaviormetrikaのクオリティ

と価値を一層向上させるのが，欧文誌編集委員会

委員長の役割と考えており，そのために努力して

いきたいと思いますので，皆様方にもできる限り

多くの論文の投稿をお願いしたいと思います． 

会員各位のご協力とご支援を心よりお願いいた

します． 
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植野 真臣（うえの・まおみ） 

電気通信大学 大学院情報シス

テム学研究科教授 

1992年神戸大学大学院教育学研究科修

了（博士，1994年）．東京工業大学大学

院総合理工学研究科博士課程修了（博

士（工学））． 

 

運営委員会委員長 

 この度前の期に引き続き運営委員長を担当させ

ていただくこととなりました．担当させていただ

いた三年間は，振り返ると大きな改革もなく，会

員の皆様には十分満足していただけるような活動

ができていなかったのではないかと深く反省して

います．半面，春の合宿セミナーでは，開催担当

になってくださった方々の多大なる努力により，

多くの方々に参加いただくことが出来ました．た

だ，その参加者には多くの非会員の方もいらっし

ゃることから，今後は会員となっていただけるよ

うなより魅力的なイベントや活動が必要であると

感じています． 

折しも，昨年第二次学会活性化検討委員会から

の答申があり，より学会を活性化させるための多

くの提案やご指摘をいただきました．それらを担

い，改革を実行する担当はまさに運営委員会であ

るとその重責を感じております．会員の皆様に満

足頂き，更には会員増につながるような有意義な

活動をしていきたいと思います．特に春の合宿セ

ミナーを合宿形式で行うこと，シンポジウムや講

習会等を充実させること等には注力していきたい

と思っています． 

 また，運営委員会では，研究活動支援として，

小グループ研究会，地域部会という2種類の研究

部会への支援事業を行っています．研究助成金は

少額ですが，学会の部会としての研究グループと

なりますので，研究領域の活性化，新領域の開発

等にお役に立つことができるかと思います． 

 今後も会員の皆様の研究・教育の一助となるよ

うな，また会員間の交流がより深まるようなイベ

ントの企画・運営等を行っていきたいと思います

ので，皆様方のアイデア・ご意見等運営委員会ま

でお寄せいただければ幸いです． 

大森 拓哉（おおもり・たくや） 

多摩大学経営情報学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程，同大学院助手，多摩大学助教

授・准教授を経て，2012年4月より現

職．2009年～日本行動計量学会理

事・運営委員会委員・大会担当委員・

事務局員． 

 

広報委員会委員長 

この度，松本渉前委員長の後任として委員長を

お引き受けすることになりました．広報委員会は，

これまで同様，会報小委員会とインターネット小

委員会の2つの小委員会で構成され，本委員会の

仕事は，（1）会報発行，（2）インターネット関係

（Web とメールニュース，SNSによる情報発信）

（3）広報活動（入会案内の作成と本学会イベン

トの広報）（4）その他，の4 つに大別されます．

（1）を会報小委員会，（2）をインターネット小

委員会，（3）と（4）を両委員会が担当します．

前期に引き続き，最新情報の提供というこれまで

通りの活動を第一に，本学会活動の会員の皆様や

他学会等への発信の強化，会報発行活動の刷新，

学会を取り巻く環境の変化に対応した広報活動を

行っていきたいと思っております．会報小委員会

とインターネット小委員会の両委員長と協力して

取り組み，広報委員会としての活動をしっかり行

っていきたいと考えております． 

特に会報につきましては，松本委員長のもと前

会報担当副委員長として，Webやメールニュース

との差別化の必要から文字情報だけではなくより

多くの画像を積極的に取り入れることや内容面で

も会報記事の充実にも力を入れてきましたが，今

期も引き続き皆様からのご意見を参考にしながら，

お役に立てるような魅力ある充実した会報となる

ように努めていきたいと考えております． 

また，インターネット小委員会ではSNSによる

情報発信の利用の強化など，学会を取り巻く環境

の変化に対して，より一層の対応を図っていきた

いと考えます．この他にも学会の広報に関する新

しいアイデアがありましたら，積極的に広報委員

会までご提案下さい．よろしくお願いいたします． 
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中山 厚穂（なかやま・あつほ） 

首都大学東京大学院社会科学研

究科准教授 

立教大学大学院社会学研究科博士課程

後期課程単位取得退学．博士（社会学）．

立教大経営学部助手・助教，長崎大学

経済学部准教授を経て，2010年10月よ

り現職．2012年～日本行動計量学会理事，2009年～2011年日

本行動計量学会広報委員会委員． 

 

大会担当委員会委員長 

この度，森裕一先生（岡山理科大学）の後任と

して大会担当委員長を拝命いたしました．繁桝算

男新理事長からは，「大会をより魅力的なものにす

るための戦術などを考えること，また，今後プロ

グラム編成にも開催校のご努力にプラスする形で

中央の理事会も積極的に関与する」とのお言葉を

承っております．したがいまして，今期の当委員

会の業務は，従来のものと合わせ，以下の3つに

なるかと思います． 

1）大会開催の候補地を選定すること 

2）大会運営を支援すること 

3）大会をより魅力的にする戦術を考えること 

1）の大会開催の候補地の選定は，従来からの

業務であり，2）や 3）の前提としても重要です．

できるだけ新鮮な候補地を開拓したいと考えてい

ます． 

2）については，前期の委員会から取り組みが

始まったものです．すでに森前委員長及びこれま

での大会担当委員会・実行委員会の努力により，

①大会開催マニュアルの整備，②過去の大会で使

用したファイルの蓄積，③業務委託先（国際文献

社）のサポート体制の3つが整備されてきました．

そのため，会報139号の巻頭言で菊地賢一先生（第

41回大会実行委員長）が説明されたように開催校

の負担が以前よりずっと軽くなっています．です

ので，今期の大会担当委員会は，これらを継承・

発展させ，各年度の開催校へ橋渡しを行うことが

主なサポート業務になります．これらのサポート

は，大会開催を引き受けやすくする効果も期待で

きますので，大会担当委員会の業務1)をも円滑に

する効果もあります． 

3）については，すでに活性化委員会を通じて

改革が提言され，また実施されてきました．です

ので，これらの改革に運用上の工夫を積み重ねて

いき，3 年間かけて大会及び学会全体が魅力的に

なるよう，皆様と意見交換しながら努力する所存

です． 

会員の皆様，どうぞよろしくお願いいたします． 

松本 渉（まつもと・わたる） 

関西大学総合情報学部准教授 

東京大学大学院新領域創成科学研究

科博士後期課程修了．博士（国際協力

学）．統計数理研究所助手・助教を経

て，2010年4月より現職． 2009～2014

年度日本行動計量学会理事・広報委員．

2012～2014年度同広報委員会委員長・組織検討委員・大会担

当委員・刊行物委員．2014年度同選挙管理委員会委員長． 

 

 

組織検討委員会委員長 

 吉野諒三前委員長の後任として委員長をお引き

受けすることになりました．学会の組織運営は，

今早急に検討せねばならないことは無いように思

います．しかし，活動の形や広がりが求められる

時代，それに応じた見直しも必要となることを念

頭に，これまでも学会で活躍してこられた方々，

若い方々とともに検討していきたいと思います．

会員の皆様からもご意見をお願いすることもある

かと思いますが，ご協力をいただけますよう，ど

うぞよろしくお願いいたします． 

林 文（はやし・ふみ） 

東洋英和女学院大学学名誉教

授・統計数理研究所客員教授 

日本女子大学家政学部家政理学科数

学専攻卒業．統計数理研究所助手，東

洋英和女学院大学助教授，教授を経て，

同大学名誉教授，統計数理研究所客員

教授．1997年度～日本行動計量学会理事．2003年度～2005年

度和文誌編集委員長，2012年度～2014年度編集委員長(2012

年11月から和文誌編集委員長兼任)． 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 145 号                                 2015 年 6 月 1 日 

6 

資料アーカイブス委員会委員長 

 今期は， 前期の森本栄一委員長との連絡を密接

にしながら，前期からのお仕事を引き継ぎ，皆様

のご協力を得て拡大発展させていきたいと思いま

す．委員としては，本学会の草創期を知る世代か

ら，中堅，若手へと次世代へ繋ぐ体制を確立する

委員会にしたいと思います． 

 私の手元には，林知己夫先生や柳井晴夫先生ら，

幾人かの草創期の大先生の講演ビデオや関係文書，

この1，2年の西里静彦先生の特別講演等のビデオ

やパワーポイントがあり，今後の公開方法を模索

していこうと思います．さらに多くの関連資料の

集積のために，いろいろなご支援をお願いするこ

とも多かろうと思いますが，どうか，会員の皆様

の温かいご協力をよろしくお願いいたします． 

吉野 諒三（よしの・りょうぞう） 

統計数理研究所調査科学研究セ

ンター長・教授 

東京大学心理学科卒業，University of 

California, Irvine, Cognitive Sciences 

Ph.D. course 修了  (Psychology) ．

2003~2009年和文誌編集委員長，2006～2009年事務局長，

2012-2015組織検討委員長等々． 

 

 

柳井レクチャー委員会委員長 

故柳井晴夫先生のご業績を顕彰する目的で，

2014年度に「柳井レクチャー」が創設され，2015

年の大会で第1回目の柳井レクチャーが実施され

ます． 

 柳井レクチャー委員会は，このレクチャーでご

講演いただく方を理事会に推薦する役目を担って

います．制度が始まったばかりということで，前

期に引き続き今期も私が委員長を拝命することと

なりました．委員の方々と共に，柳井レクチャラ

ーにふさわしい方の推薦をさせていただきたいと

考えています． 

 

岩﨑 学（いわさき・まなぶ） 

成蹊大学理工学部情報科学科教

授  

東京理科大学大学院理学研究科修士

課程修了．理学博士．茨城大学，防衛

大学校を経て1993年より成蹊大学に

勤務し1997年教授．1994年日本行動計量学会優秀賞受賞．

1994年より日本行動計量学会理事（連続8期目）．現在に至る． 

 

 

事務局長（庶務・会計担当理事） 

前期に引き続き，事務局長を務めさせていただ

くこととなりました．3期目となりますが，マンネ

リにならず，会員の皆様が学会活動を円滑に行え

るよう，努力いたします．前期の間に，会員情報

の変更，会員名簿の閲覧，大会の各種手続きなど

を，インターネットに移行いたしましたが，使い

勝手はいかがでしょうか． 

学会の運営について，お気づきの点がございま

したら，些細なことでもかまいませんので，私宛

にご連絡下さい．また，どこに連絡をして良いか

分からないという場合でも，私から取り次がせて

いただきますので，遠慮なくご連絡下さい． 

今期も，引き続きよろしくお願いいたします．  

菊地 賢一（きくち・けんいち） 

東邦大学理学部教授 

東邦大学理学部講師，准教授を経て，

2014年4月より現職． 

＊統計関連学会連合担当理事も兼務． 

 

 

統計関連学会連合担当理事 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり）  

＊写真・略歴は編集委員長記載のものを参照 

 

菊地 賢一（きくち・けんいち） 

＊写真・略歴は事務局長記載のものを参照 
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その他理事（50音順） 

朝野 熙彦（あさの・ひろひこ） 

中央大学大学院戦略経営研究科

客員教授 

専修大学・都立大学・首都大学東京教

授を経て2013年4月より現職．専門はマ

ーケティング・サイエンス．2003年～

2008年，2011年～2017年日本行動計量

学会理事． 

 

 

足立 浩平（あだち・こうへい） 

大阪大学大学院人間科学研究科

教授 

京都大学文学部哲学科(心理学専攻)卒

業．博士(文学)．立命館大学文学部教授

などを経て，2005 年 4 月より現職．

2009 年～2011 年日本行動計量学会欧

文誌編集委員長．2015年より日本計算機統計学会副会長． 

 

 

稲水 伸行（いなみず・のぶゆき） 

筑波大学ビジネスサイエンス系

准教授 

2008年，東京大学大学院経済学研究科

博士課程単位取得退学．博士（経済学）

（東京大学，2008 年）．その後，東京

大学ものづくり経営研究センター特任

研究員・特任助教を経て，2010年より筑波大学ビジネスサイ

エンス系准教授． 

 

 

今泉 忠 （いまいずみ・ただし） 

多摩大学経営情報学部教授 

立教大学社会学部産業関係学科卒，東

京工業大学大学院総合理工学研究科シ

ステム科学専攻博士後期課程単位取得

満期退学．多摩大学経営情報学部教授，

経営情報学科長・大学院ビジネスデー

タサイエンスコース長．専門は統計科学（多次元データ解析）． 

 

 

岡田 謙介 （おかだ・けんすけ） 

専修大学人間科学部准教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士課程

修了．博士（学術）．日本学術振興会特別

研究員（PD），専修大学人間科学部専任

講師を経て2012年4月より現職．2012年

～2014年日本行動計量学会運営委員．

2013年～2014年日本行動計量学会第二次学会活性化検討委

員． 

 

尾崎 幸謙 （おざき・こうけん） 

筑波大学大学院ビジネス科学研

究科准教授 

早稲田大学大学院文学研究科修了．博士

（文学）．科学技術振興機構研究員，日

本学術振興会特別研究員，統計数理研究

所助教を経て，2013年4月より現職．

2010年～14年日本行動計量学会広報委員，2012年～14年和文

誌編集委員． 

 

狩野 裕（かの・ゆたか） 

大阪大学大学院基礎工学研究科

教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科前期課

程修了・工学博士．筑波大学数学系助

教授，大阪大学人間科学部助教授等を

経て，2004年4月より現職．2000-2003

年Behaviormetrika編集委員長，1997～現在 日本行動計量学

会理事． 

 

 

椎名 久美子（しいな・くみこ） 

大学入試センター研究開発部教

授 

東京大学大学院総合文化研究科博士課

程修了．博士（学術）．大学入試センタ

ー助手・助教授・准教授を経て，2012

年 4 月より現職．2009～2014 年度 日

本行動計量学会理事・副事務局長・和文誌編集委員． 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 145 号                                 2015 年 6 月 1 日 

8 

清水 昌平（しみず・しょうへい） 

大阪大学産業科学研究所准教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科博士後

期課程修了. 博士(工学)．日本学術振興

会 特別研究員・東京工業大学 グローバ

ルCOE研究員・大阪大学産業科学研究所 

助教を経て, 2013年4月より現職． 

 

 

 

竹村 和久（たけむら・かずひさ） 

早稲田大学文学学術院教授・同大

学意思決定研究所所長 

東京工業大学博士（学術），北里大学 

博士（医学）．筑波大学大学院システム

情報工学研究科助教授，フルブライト

上級研究員などを経て2002年より現職．

2009年より2012年まで和文誌編集委員長 

 

 

鶴見 裕之（つるみ・ひろゆき） 

横浜国立大学大学院国際社会科

学研究院准教授 

立教大学大学院社会学研究科博士課程

後期課程修了．博士（社会学）．財団法

人流通経済研究所主任研究員を経て，

2010年4月より現職． 

 

 

 

中井 美樹（なかい・みき） 

立命館大学産業社会学部教授 

北海道大学大学院文学研究科博士後期課

程退学．北海道大学文学部助手，立命館

大学産業社会学部助教授・准教授を経て，

2010年4月より現職． 

 

 

 

 

 

南風原 朝和（はえばら・ともかず） 

東京大学理事・副学長 

アイオワ大学大学院教育学研究科博士課

程修了．PhD.新潟大学教育学部講師，助

教授，東京大学大学院教育学研究科助教授，

教授，研究科長を経て，2015年4月より現

職． 

 

 

 

朴 堯星（ぱく・よすん） 

統計数理研究所データ科学研究系

助教 

東京工業大学大学院社会理工学研究科社

会工学専攻博士課程単位取得退学.博士

（工学）．東京工業大学工学部社会工学科

助教を経て，2012年4月より現職．2012年～2013年日本行動

計量学会広報委員会委員 

 

 

橋本 貴充（はしもと・たかみつ） 

大学入試センター研究開発部助

教 

電気通信大学大学院情報システム学研

究科博士後期課程修了．博士 (工学)． 

大学入試センター助手を経て，2007年4

月より現職． 

 

 

 

本村 陽一（もとむら・よういち） 

産業技術総合研究所人工知能研

究センター副研究センター長（確

率モデリング研究チーム長兼務） 

電気通信大学大学院電子情報学専攻博

士前期課程修了．博士（工学）．通産省

工技院電子技術総合研究所主任研究官，

産総研サービス工学研究センター副研究センター長，同情報技

術部門副部門長などを経て，2015年5月より現職．統計数理研

究所客員教授，東京工業大学大学院知能システム科学専攻連携

准教授兼任． 
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森 裕一（もり・ゆういち） 

岡山理科大学総合情報学部教授 

倉敷市立短期大学在職中に，岡山大学

大学院自然科学研究科博士後期修了．

博士（学術）．1997年4月岡山理科大学

助教授，2004年4月より現職．2006年

～2014年日本行動計量学会理事・広報

委員（2006年：副委員長，2007年～2011年：委員長）・大会

担当委員（2012年～2014年：委員長），第39回大会実行委員

会委員長． 

 

山岡 和枝（やまおか・かずえ） 

帝京大学大学院公衆衛生学研究

科教授 

横浜市立大学文理学部数学科卒業．医

学博士．帝京大学医学部助手・同法学

部講師・助教授，国立保健医療科学院 

技術評価部開発技術評価室長を経て，

2011年4月より現職．日本行動計量学会理事，運営委員会委

員，刊行物委員会委員， 和文誌編集委委員会委員． 組織担

当委員会委員などを担当． 

 

渡辺 美智子（わたなべ・みちこ）  

慶應大学大学院健康マネジメント

研究科教授  

九州大学大学院総合理工学研究科修士

課程修了．理学博士．九州大学理学部附

属基礎情報学研究施設助手，関西大学経

済学部講師，東洋大学経済学部教授を経て，2012年4月より現

職．2012年～2014年日本行動計量学会理事． 

 

 

監事 

村上 隆（むらかみ・たかし） 

中京大学現代社会学部教授 

東京教育大学大学院教育学研究科博士

課程中退．博士（心理学）（筑波大学）．

名古屋大学教育学部助手，同助教授，同

教授を経て，2006年10月より現職． 

 

 

渡部 洋（わたなべ・ひろし） 

東京大学名誉教授・（株）株式会社

ベネッセホールディングスアセス

メント研究開発室顧問 

東京大学大学院博士課程修了（教育心理

学），アイオワ大学大学院PhD．大学入試

センター研究部助手，東京大学教育学研究科助教授，同教授，

同学部長・研究科長，同寄附講座教授を経て現職． 
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委員会活動報告 

 

組織検討委員会 

 前期は，当初に生じた和文誌編集委員会の問題

への対処，学会賞の選考の在り方の改良，理事会

の在り方等々，それらに関連する各員会や理事会

との連絡を密接にとりながら，裏方としての対応

を進めてきました．それらの結果，会則の変更，

各委員会の内規や申し合わせの改定などへと繋が

った次項もあります．1 つ 1 つの事項は，万全の

方策がなされたか否かの評価は直ちには困難でし

ょうが，本学会の各理事や各会員の方々のご尽力

で，昨日よりも今日，今日よりも明日へ向かって

進歩していることを信じます． 

 本学会も，いつも間にか不惑の年を越えてきま

したが，流行りの机上の案に飛びついて，急激な

変更で結果として混乱を招くような愚は避けて，

地に足を付けた着実な発展を期待いたします． 

吉野 諒三（統計数理研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 

 

平成27年度研究部会の採択結果 

平成27年度研究部会として，以下の研究部会 

（新規1 件，継続1 件）が採択されました． 

 

＜研究グループ＞（新規） 

非対称データの分析（2015年度～2016年度） 

代表： 今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

連絡先：今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp 

 

＜地域部会＞（継続） 

行動計量学会岡山地域部会（2014年度～2017

年度） 

代表：黒田 正博（岡山理科大学） 

連絡先：黒田 正博 

E-mail: kuroda@soci.ous.ac.jp 

 

 

 

刊行物委員会より 

刊行物委員会委員長 山岡 和枝（帝京大学） 

 

シリーズ「行動計量の科学」完結のお知らせ 

刊行物委員会は，故柳井晴夫氏を委員長として

発足し，途中で柳井先生の体調不良により私が委

員長をお引き受けすることになりました． 

2期に渡りましたが，シリーズ〈行動計量の科

学〉（朝倉書店）を第1巻『行動計量学への招待』

(2010年)から2015年3月の『意思決定の処方』

までを発刊し，これを最後にシリーズを完了しま

した．当初予定していた10巻には届きませんで

したが，計8巻を発刊することができました．こ

れらが今後の行動計量学の発展に役立つものであ

ると期待しております． 
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また，皆様の周りの方々にもお薦めいただけれ

ば何よりです．最後に柳井先生のご冥福を祈って，

合掌． 

 

 

竹村和久・ 藤井聡 著『意思決定の処方 』（シリ

ーズ〈行動計量の科学〉６）朝倉書店． 

 

 

 

（既刊） 

柳井晴夫編（飽戸弘・松原望・池田央・高倉節子・

宮原英夫・丸山久美子・猪口孝・木下冨雄分担

執筆）『行動計量学への招待』（シリーズ〈行動

計量の科学〉１）朝倉書店． 

 

岡太彬訓・守口剛著『マーケティングのデータ分

析』（シリーズ〈行動計量の科学〉２）朝倉書店． 

 

植野真臣・荘島宏二郎 著『学習評価の新潮流』（シ

リーズ〈行動計量の科学〉４）朝倉書店． 

 

吉野諒三・林文・山岡和枝 著『国際比較データの

解析』（シリーズ〈行動計量の科学〉５）朝倉書

店． 

 

市川雅教 著『因子分析』（シリーズ〈行動計量の

科学〉７）朝倉書店． 

 

村木英治 著『項目反応理論』（シリーズ〈行動計

量の科学〉８）朝倉書店． 

 

足立浩平・村上 隆 著『非計量多変量データ解析

－主成分分析の非計量化と多重対応分析－』（シ

リーズ〈行動計量の科学〉９）朝倉書店． 

 

 

 

事務局からのお知らせ 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 

学会協賛イベントについて 

承認日 協賛イベント 
開催 

年月日 

2015年 

4月10 日 

第 17 回日本感性

工学会大会 

2015年9月 

1日～3日 

2015年 

3月23 日 

ファジィ システ

ム シンポジウム

(FSS2015)   

2015年9月 

2日～4日 

（2015年3月～2015年5月承認のもの） 
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日本行動計量学会第43回大会のご案内 

 

第43回大会実行委員会 実行委員長  

中尾 啓子（首都大学東京） 

 

第43回大会を，2015年9月１日（火）～ 9

月4日（金）まで首都大学東京・南大沢キャンパ

ス（http://www.tmu.ac.jp/university/campus_ 

guide/access.html）で開催いたします．初日の9

月1日はチュートリアルセミナー，9月2日から

4日までは，例年通りの一般セッションや新しい

研究分野や特定の話題に関する特別セッションや

講演が多数予定されております． 

また，例年の大会にはない新たな試みとして，

ポスター発表，懇親会での交流促進（若手研究者

への経済的支援），特別講演「柳井レクチャー」，

ラウンドテーブルディスカッションなどの新たな

企画もございます．今後，大会Web（http://bsj. 

wdc-jp.com/ 2015/）に関連情報や詳細情報を随時

掲載していきますので，詳細についてはこちらを

ご覧下さい．チュートリアルセミナーなどの概要

も決まりした．多くの方々のご参加をお待ち申し

上げます． 

 

○大会開催要項 

日 時： 2015年9月1日（火）～ 9月4日（金） 

（9月1日はチュートリアルセミナー） 

場 所：首都大学東京南大沢キャンパス 

   〒192-0397東京都八王子市南大沢1-1 

大会実行委員長：中尾 啓子 

大会Webサイト：http://bsj.wdc-jp.com/2015 / 

首都大学東京南大沢キャンパスアクセス：

http://www.tmu.ac.jp/university/campus_guid

e/access.html 

 

○各種日程 

6月1日：一般研究発表申込締切 

6月8日： 抄録原稿提出締切 

8月12日：事前参加申込・参加費入金締切 

 

○チュートリアルセミナー 

日時：2015年9月1日（火） 

場所：首都大学東京南大沢キャンパス 

チュートリアルセミナーWebページ：

http://bsj.wdc-jp.com/2015/seminar.html 

 

テーマA： 

 ロボット介護機器評価・改善を実現する「人」

の能力最大化支援－現場状況の把握・行動の意味

分析・行動変容を目指して－ 

講師：西村 拓一先生（産業技術総合研究所） 

概要： 

 介護サービスの品質向上を目指してロボット介

護機器が開発されていますが，現場での行動やそ

の意味を詳細に把握しにくく，適切な機器をデザ

インすることは困難です．そこで，このような，

「人」がリアルタイムに連携して価値を生み出す

サービスの現場を支援するモノやコトを「人」の

センシング能力とデザイン能力を最大化して現場

状況を把握し，改善することを支援する方法論と

技術を研究しています．今回は１年半ほど運用し

ている申し送りシステムのデータ分析とそのデー

タを現場従業員が主体的に把握し業務プロセスを

変更し，業務改善した事例を挙げ将来性を探りま

す． 

 

テーマB： 

著者が解説する「Rによる心理学研究法入門」 

企画・司会：山田 剛史先生（岡山大学） 

講師： 

宇佐美 慧先生（筑波大学） 

尾崎 幸謙先生（筑波大学） 

鈴木 雅之先生（昭和女子大学） 

高橋 雄介先生（京都大学） 

安永 和央先生（東京大学・日本学術振興会） 

概要： 

「Rによる心理学研究法入門」（北大路書房）は，

「心理学研究モデル論文集」「具体例に即した心理

学研究入門書」「統計ソフトRの分析事例編」と

いう3つの側面を持つテキストとして編集された

ものです．今回のチュートリアルセミナーでは，



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 145 号                                 2015 年 6 月 1 日 

13 

この本の著者自らが，本で取り上げた心理学研

究・Rでの分析について解説と演習を行います．

本の後半部分の難易度が高めの章を中心に解説を

行います．取り上げた心理学研究の概要やその後

の研究の発展，著者だから語れる裏話も紹介しま

す．Rの分析については，本で取り上げた分析の

解説と，本では取り上げなかったプラスアルファ

の分析についても紹介し，パソコンを用いたハン

ズオンの演習を行います．チュートリアルセミナ

ーに参加される方は，事前に「Rによる心理学研

究法入門」をご購入の上，参加下さい． 

 

〇特別講演「柳井レクチャー」 

場所：首都大学東京南大沢キャンパス 

講演者： 

高根 芳雄先生（University of Victoria） 

講演タイトル： 

Analysis of brain connectivity through fMRI 

data: Dynamic GSCA and dynamic GCANO 

柳井レクチャーWebページ

http://bsj.wdc-jp.com/2015/planning/lecture.

html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細につきましては決定次第，大会Webにて

お知らせいたします． 

 

○お問い合わせ先 

・参加登録，抄録提出など，Webでの手続き関係：

大会ヘルプデスク 

 bsj-desk＠bunken.co.jp 

・大会全般の問い合わせ：第43回大会実行委員

会 

 bsj2015＠tmu.ac.jp 

注）メールアドレスの＠マークは半角に変えて送

信願います． 

 

 

 

 

（約３５分）

新宿

JR京浜東北線

JR京浜

東北線

⇧
改

札

口

を

出

て

右

手

へ

徒

歩

５

分

京王相模原線

京王相模原線

京王相模原線

京王相模原線

京王相模原線

JR横浜線

JR横浜線

JR横浜線

京王相模原線

町田

（約５２分）

川崎

新横浜

立川

　交　通　案　内　

東神奈川

東神奈川

京王相模原線（急行）

京王相模原線（急行）

新宿

新宿

渋谷

東京

吉祥寺

八王子

京王井の頭線（急行）

京王相模原線（特急）

（約５９分）

（約３８分）

（約２７分）

（約４０分）

（約３８分）

横浜

JR中央線（快速）

京王井の頭線（急行） （約４５分）

（約５１分）

南
　
大
　
沢
　
駅

（約３０分）

調布

橋本

橋本

橋本

橋本

橋本

京王多摩センター

京王相模原線（急行）

京王相模原線（急行）

京王相模原線（急行）

京王線（特急）

（約１８分）

（約１６分）

明大前

明大前

新宿

JR横浜線

JR横浜線

多摩都市モノレール

主要駅から南大沢駅までの所要時間（時間は最短の場合です．） 
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理事会議事録 

 

2014年度日本行動計量学会第3回理事会議事録 

日時：2014年9月3日（水）17：40～19:45 

場所：東北大学川内北キャンパス講義棟C棟3階

C304教室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 飽戸弘，麻生英樹，足立浩平，今泉忠，

岩﨑学，大森拓哉（書記），岡太彬訓， 

狩野裕，菊地賢一，椎名久美子， 

繁桝算男，竹村和久，鄭躍軍，中山厚穂， 

橋本貴充，林文，松本渉，森裕一， 

山岡和枝，吉野諒三，渡辺美智子（21名），

委任状 4名 

監事  村上隆 

陪席者 倉元直樹（第42回大会実行副委員長） 

 

資料 

1. メール審議 

2. 総会次第 

3. 平成25年度決算案 

4. 平成25年度事業報告 

5. 平成26年度予算案 

6. 平成26年度事業計画 

7. 和文誌・欧文誌合同編集委員会，和文誌編集委

員会報告 

8. 欧文誌編集委員会資料 

9. 活性化提言への対応（大会担当委員会） 

10. 会員数の変化 

11. 第2次活性化委員会報告 

12. 講習会協賛のお願い 

13. 入会申込書 

14. 第1回理事会議事録(案) 

15. 第2回理事会議事録(案) 

16. 2014年度第1回運営委員会議事メモ 

17. 第99回行動計量シンポジウム 

 

議事 

議事に先立ち，出席者数25名（理事出席21名，

委任4名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

 

1. メール審議報告・2014年度第1回・第2回理

事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1にもとづき，名誉会

員の推薦についてメール審議を行ったことが報告

された．また，第1回と第2回理事会議事録が承

認された． 

 

2. 第42回大会 

倉元大会実行副委員長より，参加者数，懇親会，

大会後半のスケジュール等についての報告があっ

た． 

 

3. 第43回大会 

森大会担当委員長より，予定通り準備が進めら

れていることが報告された． 

 

4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料2，3，4，5，6にもと

づき，総会次第の確認が行われた． 

 

5. 各委員会報告 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，資料7にも

とづき，和文誌の印刷部数，著作権について報告

があった．また，カラー印刷の提案があり，承認

された． 

資料8にもとづき，欧文誌の特集記事，編集・

投稿状況，IFについての報告があった．また，印

刷部数について検討し，部数は変更しないことと

なった． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 16，17 にもとづき，大

会チュートリアルセミナー開催報告，第 99 回・

第100回行動計量シンポジウム，春の合宿セミナ

ー，学会活性化検討委員会からの提言への対応，

について報告があった． 

・広報委員会 

松本委員長より，通常業務とwebの英文ページ

の拡充を8月末に実施したことについての報告が
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あった． 

・大会担当委員会 

森委員長より，抄録原稿の著作権譲渡に関する

報告があり，情報を集めることとなった．また，

資料9にもとづき，「第2次活性化委員会の提言」

を受けての検討結果が報告され，審議された．審

議の結果，ポスター発表を取り入れることと，若

手への懇親会費用の補助が承認された． 

・刊行物委員会 

山岡委員長より，シリーズ「行動計量の科学」

が年度中に発刊完了することが報告された． 

・第二次学会活性化検討委員会 

 岡太理事長より，資料 10 にもとづき，会員数

の変移が示された．また，繁桝委員長より，資料

11 にもとづき，「学会の活性化のための提言」を

盛り込んだ報告書が示され，承認された． 

・統計関連学会連合 

岩﨑担当理事より，連合大会が 9 月 13 日より

開催されることが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入会・

種別変更の申請報告があり，承認された．また，

退会の報告があった．また，資料12にもとづき，

他学会講習会協賛が承認された． 

 

6．その他 

・入会申込書について，資料 13 にもとづき，新

しいフォーマットの入会申込書が提案された．修

正意見を参考にして，さらに改善することになっ

た． 

・次回理事会は平成26年11月10日（月），大学

入試センターにて開催予定． 

 

 

2014年度日本行動計量学会第4回理事会議事録 

日時：2014年11月10日（月）18：00～20:35 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 

出席者 飽戸弘，朝野煕彦，今泉忠，岩﨑学， 

植野真臣，大森拓哉（書記），岡太彬訓， 

菊地賢一，椎名久美子，中山厚穂， 

橋本貴充，林文，星野崇宏，松本渉， 

森裕一，森本栄一，山岡和枝，吉野諒三 

（18名），委任状 9名 

 

資料 

1. 2014年度第2回理事会議事録案 

2. 2014年度総会議事録案 

3. 第43回大会実行委員会報告 

4. 2013年度決算書・2014年度予算書の修正につ

いて 

5. 2013年度決算書（新旧）・2014年度予算書（新

旧） 

6. 役員選挙実施要領 

7. 柳井レクチャー（案） 

8. 欧文誌編集委員会資料 

9. 第100回シンポジウム 確率論とリスク論の悩

ましき関係 

10. 広報委員会報告 

11. 2015年度連合大会委員 

12. 退会措置について 

13. 入会申込書（新旧） 

 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数27名（理事出席18名，

委任9名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

 

1. 2014年度第2回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1にもとづき，第3回

理事会で承認された第2回議事録案を修正する提

案があり，改めて承認された． 

 

2. 2014年度総会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料2にもとづき，総会議

事録案が示され，承認された． 

 

3. 第42回大会 

菊地事務局長より，参加者数（チュートリアル

セミナー83 名，大会 288 名）および決算につい

ての報告があった．また，岡太理事長より，公開
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シンポジウムにおいて，看板に特定の政党名が印

刷されていたこと，その政党に関わる資料が会場

で配布されたことに対して，経緯と学会としての

立場について説明があった．今後は，特定の団体

などに関する取り扱いには注意するよう，次期以

降の大会実行委員会への申し送り事項に加えるこ

とが確認された． 

 

4. 第43回大会 

中尾大会実行委員長の代理として中山副委員長

より，資料3にもとづき，審議・報告事項が示さ

れ，承認された． 

 

5. 決算書・予算書の修正について 

菊地事務局長より，資料 4，5 にもとづき修正

点の説明があった．会報には，監事名で修正内容

の説明を添えて，修正したものを掲載することと

なった． 

 

6. 役員選挙 

選挙管理委員長に，松本渉会員が選出された．

また，松本選挙管理委員長より，選挙管理委員が

推薦され，承認された．また，資料6にもとづき，

役員選挙の実施要領が示され，承認された． 

 

7. 寄附金について 

岩﨑理事より，資料 7 にもとづき，「柳井レク

チャー」創設についての提案があり，承認された．

また，柳井レクチャー委員会の創設およびその委

員候補者が示され，承認された． 

 

8. 学会賞選考委員長 

選考委員長の候補者が選出され，就任を打診す

ることとなった． 

 

9. 各委員会報告 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，和文誌第41

巻2号が出されたことが報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 8 にもとづき，

現在の査読状況，J-Stage の対応，ジャーナルの

国際化検討ワーキンググループの創設，について

報告があった．また，吉野委員より，特集号につ

いて状況説明があった． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料9にもとづき，第100回

行動計量シンポジウム，春の合宿セミナーについ

ての概要説明があり，岡太理事長，星野理事より

それぞれの詳細説明があった． 

・広報委員会 

松本委員長より，資料 10 にもとづき，通常業

務について，webの英文化について，今後の会報

について，報告があった． 

・大会担当委員会 

森委員長より，第 43 回大会実行委員会に繁桝

理事が加わることが報告された． 

・資料アーカイブス委員会 

森本委員長より，学会の年表をwebに掲載する

ことを検討していることが報告された． 

・統計関連学会連合 

 菊地事務局長より，資料 11 にもとづき，次回

連合大会委員が推薦され，承認された． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会・種別変更の申請報告

があり，承認された．また，退会の報告があった．

また，長期滞納者の退会措置について，資料 12

にもとづき，手続きが行われることが報告された． 

 

10．その他 

・名誉会員の古川俊之氏が逝去されたことが報告

された． 

・入会申込書の変更について，資料 13 にもとづ

き説明があり，以降の検討は事務局で行う事とな

った． 

・次回理事会は平成27年2月9日（月），大学入

試センターにて開催予定． 

 

 

2014年度日本行動計量学会第5回理事会議事録 

日時：2015年2月9日（月）18：00～20:00 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 岡太彬訓理事長 
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出席者 飽戸弘，今泉忠，岩﨑学，大森拓哉， 

岡太彬訓，菊地賢一（書記），椎名久美子， 

繁桝算男，中山厚穂，橋本貴充，林文， 

星野崇宏，松本渉，森裕一，森本栄一， 

山岡和枝，吉野諒三，（17名）， 

委任状 8名 

監事 村上隆 

 

資料 

1. 第43回大会実行委員会報告 

2. 選挙管理委員会報告 

3. 柳井レクチャー実施要領 

4. 柳井レクチャー講演者の推薦 

5. 和文誌編集委員会報告 

6. 欧文誌編集委員会資料 

7. 第100回行動計量シンポジウム決算報告 

8. 第17回春の合宿セミナー報告 

9. 広報委員会報告 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者数25名（理事出席17名，

委任8名）を確認し，理事会が成立したことを宣

言した． 

 

1. 第43回大会 

中尾大会実行委員長の代理として中山副委員長

より，資料1にもとづき，審議・報告事項が示さ

れ，今大会から採用するポスターセッション，ラ

ウンドテーブルについて，意見交換を行った． 

 

2. 役員選挙結果 

松本選挙管理委員長より，資料 2 にもとづき，

役員選挙の結果が報告された．選挙管理委員会規

定が示され，意見交換を行った． 

 

3. 学会賞選考委員長 

学会賞選考委員長として，村上隆会員が承認さ

れた． 

 

4. 柳井レクチャー 

岩﨑委員長より，資料3の柳井レクチャー実施

要領が提案され，修正の上，理事会申し合わせと

して，承認された．また，実施要領にもとづき，

第 43 回大会の柳井レクチャー講演者として，高

根芳雄会員が推薦され承認された． 

 

5. 各委員会報告 

・編集委員会 

林委員長・和文誌編集委員長より，資料 5，6

にもとづき，編集状況が報告された．和文誌の特

集号として，第100回行動計量シンポジウムの発

表内容を発展させた「確率論とリスク論の悩まし

き関係」を予定していることが報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料7にもとづき，第100回

行動計量シンポジウムの決算報告があり，シンポ

ジウム費用の支出が承認された．また，資料8に

もとづき，春の合宿セミナーについての状況説明

があった．統計検定のチラシを無料で配布するこ

とが承認された． 

・広報委員会 

松本委員長より，資料9にもとづき，通常業務

について報告があった． 

・刊行物委員会 

 山岡委員長より，シリーズ「行動計量の科学」

は3月中に発刊完了予定であることが報告された． 

・資料アーカイブス委員会 

 森本委員長より，学会年表の Web への掲載，

創設時の資料のアーカイブ化をすすめることなど

が報告された． 

・統計関連学会連合 

 岩﨑担当理事より，昨年12月27日に理事会が

あり，決算，岡山大での準備状況の報告があった

旨が報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会・種別変更の申請報告

があり，入会申込書に不備があった 1 名を除き，

承認された．また，退会の報告があった． 

 

6．その他 

理事会のメール審議による承認方法について，

意見交換を行った． 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第97回研究

大会 

開催日：2015年6月13日～14日 

開催場所：大阪府立大学 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆WAPOR 68th Annual Conference 

開催日：2015年6月16日～19日 

開催場所： Buenos Aires, Argentina 

www.waporbuenosaires2015.org 

 

☆日本言語学会第150回大会 

開催日：2015年6月20日～21日 

開催場所：大東文化大学板橋キャンパス 

http://www.ls-japan.org/modules/documents/ind

ex.php?cat_id=30 

 

☆日本認知心理学会第13回大会 

開催日：2015年7月4日～5日 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2015/to

p 

 

☆第23回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2015年7月4日～5日 

開催場所：前橋市中央公民館 

http://www.knt.co.jp/ec/2015/24nkkg/ 

 

☆International Meeting of the Psychometric 

Society (IMPS 2015) 

開催日：2015年7月12日～16日 

開催場所： Beijing Normal University, Beijing 

https://www.psychometricsociety.org/content/im

ps-2015 

 

☆第47回日本医学教育学会大会 

開催日：2015年7月24日～25日 

開催場所：朱鷺メッセ 

http://shinsen.biz/jsme47/index.html 

 

☆第56回日本社会医学会総会 

開催日：2015年7月25日～26日 

開催場所：久留米大学医学部 

http://www.conks.jp/jssm56/ 

 

☆日本看護研究学会第41回学術集会 

開催日：2015年8月22日～23日 

開催場所：広島国際会議場 

http://jsnr41.jp/ 

 

☆日本教育心理学会第57回総会 

開催日：2015年8月26日～28日 

開催場所：朱鷺メッセ 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2015

/top 

 

☆数理社会学会第60回大会 

開催日：2015年8月29日～30日 

開催場所：大阪経済大学大隅キャンパス 

演題提出締切：2015年6月30日 

http://www.jams-sociology.org/?p=1332 

 

☆第17回日本感性工学会大会 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2015年9月1日～3日 

開催場所：文化学園大学新都心キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/jske17/ 

 

☆ファジィ システム シンポジウム(FSS2015) 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2015年9月2日～4日 

開催場所：電気通信大学 

http://fss2015.j-soft.org/ 
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☆第25回日本家族社会学会大会 

開催日：2015年9月5日～6日 

開催場所：追手門学院大学 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2015/ 

 

☆第36回社会言語科学学会研究大会 

開催日：2015年9月5日～6日 

開催場所：京都教育大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆2015年度統計関連学会連合大会 

開催日：2015年9月6日～9日 

開催場所：岡山大学津島キャンパス 

http://www.jfssa.jp/taikai/2015/ 

 

☆日本テスト学会第13回大会 

開催日：2015年9月10日～11日 

開催場所：関西大学 

http://www2.kansai-u.ac.jp/jart2015/ 

 

☆第88回日本社会学会大会 

開催日：2015年9月19日～20日 

開催場所：早稲田大学 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2015/09/19000000.p

hp 

 

☆計量国語学会第59回大会 

開催日：2015年9月26日 

開催場所：神戸大学 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆第29回日本音声学会全国大会 

開催日：2015年10月3日～4日 

開催場所：神戸大学鶴甲キャンパス 

 

☆日本語学会2015年度秋季大会 

開催日：2015年10月31日～11月1日 

開催場所：山口大学吉田キャンパス 

演題提出締切：2015年7月1日

http://www.jpling.gr.jp/taikai/2015b/ 

 

☆日本計算機統計学会第29回シンポジウム 

開催日：2015年11月27日～28日 

開催場所：まなぼっと弊舞 

http://www.jscs.or.jp/ 

 

☆日本言語学会第151回大会 

開催日：2015年11月28日～29日 

開催場所：名古屋大学 

http:// www.ls-japan.org 

 

☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  

開催日：2016年7月24日～29日 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017)  

開催日：2017年6月25日～27日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 145 号                                 2015 年 6 月 1 日 

20 

会員の著書等 

 

宇佐美慧・荘島宏二郎（著） 『心理学のための

統計学 7 発達心理学のための統計学−縦断デー

タの分析』 誠信書房，2015年2月 

 
 

 

 

 

山岡和枝 ・安達美佐 ・渡辺満利子 ・丹後俊郎 著

（著） 『ライフスタイル改善の実践と評価 

－生活習慣病発症・重症化の予防に向けて－』 朝

倉書店，2015年2月 

 

松田いづみ・荘島宏二郎（著） 『心理学のため

の統計学 9 犯罪心理学のための統計学−犯人の

ココロをさぐる』 誠信書房，2015年3月 

 
 

 

 

 

猪口孝（著） 『政治理論』 ミネルヴァ書房，

2015年4月 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長 宛 

Email:hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2015年5月15日現在) 

正会員       ： 758名 （海外7含む） 

準会員       ： 47名  

名誉会員      ： 14名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 26名  

計         ： 866名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

7件 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞では，出版賞は，過去3 年

程度の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

場であると思いますので，優れた書籍の推薦や情

報などをお寄せ下さいますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに(出版

社から入手した)書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号146号の場合には7月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今号で皆様にお伝えいたしましたように理事会

および各委員会委員長のもと新たな活動がスター

トすることになりました．しかし．委員長以外広

報委員会の体制はまだ白紙の状態です．そのため

旧広報員会のメンバーを中心に今号の会報発行の

ための編集作業は行いました．編集にご協力いた

だきました皆様におかれましてはご協力ありがと

うございました．なお，これまで135号より連載

を行っておりましたシリーズ海外レポートですが，

今号では会報原稿の分量の関係などで休載いたし

ました．楽しみにされておられた方におかれまし

ては申し訳ございませんでした．次号からは連載

を再開いたします． 

次号の会報は新しい広報委員会のメンバーで編

集作業を進めていくことになると思います．今後

も，これまでと同様に皆様からのご意見を参考に

しながら，皆様のお役に立てる魅力ある充実した

会報となるように努めていきたいと考えておりま

す．  

ご意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思

われる情報などございましたら広報依頼の受付の

ページhttp://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(なかやま あつほ，中山 厚穂) 

 

 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

 

旧広報委員会 

委員長：松本渉 

 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

 

相談役：森裕一 
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